
会派名 　市議会公明党

１　収　　入 政務活動費 円

２　支　　出

科 目

研 修 費

広 報 費

広 聴 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費

合 計

３　残　　額 円

(注)備考欄には、主たる支出の内訳を記載する。

0

193,749

0

0

0

46,251

令和7年度政務活動費収支報告書

240,000

交通費20,251円、宿泊費26,000円

金 額

市民にやさしいＤＸ（デジタル改革）の取り組みについて

備　　　　　考

令和8年1月27日（火）～1月28日（水）

兵庫県明石市

46,251
　兵庫県川西市

川西市の直近５年のＤＸ関連の取り組みについて

0

（単位：円）

調 査 研 究 費



　

３、参加者　　　市議会公明党、市民クラブ、市民ネット

４、支出明細

レンタカー代

駐車料金②

6,692円 

200円 

政務活動費調査研究費精算書

明 細 金 額 領収書番号 備 考

１、期日　　　　　令和８年１月２７日（火）～１月２８日(水）

２、視察場所　　兵庫県明石市
　　　　　　　　　  兵庫県川西市

宿泊費　

高速代

駐車料金①

燃料代

合 計

各会派按分

公明党２人分

8,720円 

3,719円 

26,000円 

各会派按分

②

③

①

各会派按分

各会派按分

各会派按分

46,251円 

⑥

④

⑤

920円 



（単位：円）

月日 内訳 金額
公明党

（2人）

市民クラブ

（2人）

市民ネット

（1人）

1月27日 レンタカー 21,800 8,720 8,720 4,360

1月28日 燃料費 9,296 3,719 3,718 1,859

27日～28日 高速料金 16,730 6,692 6,692 3,346

1月28日 駐車料金① 500 200 200 100

1月28日 駐車料金② 2,300 920 920 460

50,626 20,251 20,250 10,125

R8.1.27～28会派視察　費用按分表

合計
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市議会公明党行政視察報告書 

【視察研修項目】市民にやさしいＤＸ（デジタル改革）の取り組みについて 

【視察場所】  兵庫県明石市 

【日程】  令和８年１月２７日（火）１３：３０～１５：００ 

【視察目的】  デジタル技術の活用により、多様な市民ニーズへの対応と業

務の効率化を行うことで、よりいっそう市民に寄り添った行

政サービスの実現を目指すため。 

【参加者】  〇市議会公明党 

  田口文数・糸魚川伸一 

 〇市民クラブ 

  櫛松直子・松﨑誠 

 〇市民ネット 

  黒田ところ 

 

【明石市の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市域は瀬戸内海（大半は播磨灘だが朝霧

川以東は大阪湾）に面して東西に長く、

南は明石海峡を挟んで淡路島に対面す

る。明石海峡は古代から畿内と西国を結

ぶ重要な海上交通路で、陸上交通路も山

陽道（官道）の明石駅（駅家）や西国街

道の大蔵谷宿が置かれていた。 

 

神戸都市圏に含まれるが、JR 西日本の西

明石駅と明石駅は 1970 年の運行開始時

から新快速停車駅であり、大阪駅までの

所要時間も 40 分程度で済む。大都市へ

のアクセスの良さや子育て支援などの

福祉施策の充実といった理由で、人口が

増加している。 
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【視察研修内容】 

 

■ＤＸ推進の基本方針・体制 

ＤＸの推進体制については、国の動向も踏まえ、コロナ禍を契機としてデジタル

戦略の体制整備が進められており、副市長を本部長とする推進本部が設置され

ていました。外部人材の活用については、内部業務の理解が不可欠であるとの考

えから、採用は行っていませんでした。 

 

■業務改革とプロセスの見直し 

各課より1名の自ら希望して名乗りをあげ選任されたデジタル推進員を中心に、

自部署の業務改革、及び、プロセスを見直し、課題の解決を実現していました。

また、「デジタル推進員見本市」と称される他部署との発表会があり、行った改

革を称賛してもらえることで意欲の向上が期待できるのと同時に、他部署の発

表から参考となる事例を自部署に取り入れる水平展開が図られていました。 

 

■住民サービスのデジタル化 

市民アンケートの結果では、住民サービスのデジタル化は好評価でした。 

・マイナンバーカードを用いた住民票等のコンビニ交付 

・ＡＩチャットボット 

・キャッシュレス決済 

・オンライン対面窓口 

・書かない窓口 

・おくやみコーナー 

・口座を使用せず現金給付できる仕組み 

・デジタルデバイド対策 

 

■職員のデジタル人材育成 

人材育成については、デジタル推進員制度を設け、各課に１名の配置を目標とし

て、自発的な応募により人材を募っていました。その結果、想定を上回る応募が

あり、現在は６２名の意欲ある職員が選任されていました。「まずはやってみる」

ことを重視し、スキル向上や経験の蓄積が図られており、職員が主体的に取り組

める仕組みが構築されていました。また、成果を発表・共有する場として「見本

市」と称する発表会が設けられており、達成感の醸成や職員同士の相互刺激につ

ながっていました。加えて、マネジメントや意思決定を担う管理職に対しても研

修が実施されており、全庁的な取組として自然に浸透していました。 
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■財政・コスト管理 

国が進める、自治体ＤＸ推進計画に基づき推進。国からの補助金が有効に活用さ

れていました。 

 

【まとめ】 

・職員のデジタル人材育成に特徴のある取組が印象的でした。他市からの行政視

察の受け入れが多いという点もうなずけるものでした。ＤＸの推進は担当す

る職員にやらされ感があってはうまくいかないところ、上手に解決をしてい

ました。デジタル推進員の選任に、自ら名乗りをあげる手あげ制で選任してい

ました。自部署の業務に問題をもちながらも、なかなか改革できないでいると

ころを「まずはやってみる」ことを重んじ、そっと後押しし、やらされるので

はなく、やりたいことを応援してもらえる制度が良いと感じました。そして、

なによりも「デジタル推進員見本市」と称される発表会があることがとても参

考になりました。自ら行った改革を他部署のデジタル推進員と発表しあうこ

とで、庁内に周知を図るのと同時に承認を受け、貢献感や達成感を感じられる

ものとなっていました。また、同時に欲しい知識を学ぶことができ、他の部署

で取り組んでいる人とつながることのできる魅力あるものでした。 
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市議会公明党行政視察報告書 

【視察研修項目】 川西市の直近５年のＤＸ関連の取り組みについて 

【視察場所】  兵庫県川西市 

【日程】  令和８年１月２８日（水） １０：００～１１：３０ 

【視察目的】  デジタル技術の活用により、多様な市民ニーズへの対応と業

務の効率化を行うことで、よりいっそう市民に寄り添った行

政サービスの実現を目指すため。 

【参加者】  〇市議会公明党 

  田口文数・糸魚川伸一 

〇市民クラブ 

櫛松直子・松﨑誠 

〇市民ネット 

 黒田ところ 

 

 【兵庫県川西市の概要】 

 

 

 

 

 

清和天皇の後裔の源満仲が多田神社のあ

る地域に源氏武士団を形成し、後に鎌倉

幕府を開く源頼朝など清和源氏の本拠地

となる。当市は武門源氏発祥の地として、

市の在住者、ゆかりのある者、市長の認め

た者などの中から「源氏ふるさと大使」を

任命し地域振興に取り組んでいる。 

 

市域は地図上ではタツノオトシゴの形に

似ていて、イメージキャラクター（ゆるキ

ャラ）として金太郎の形をした「きんたく

ん」が存在する。「ココロにボウカ」の意

識を市民に根付かせる救世主として防火

キャラクターの「きんすけくん」がある。 
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【視察研修内容】 

 

■ＤＸ推進の基本方針・体制 

コロナ禍を契機に市民サービスの向上を基本方針として、ＩＣＴ総合戦略会議

が市長の主導で立ち上げられていました。トップダウンと現場からのボトムア

ップが両立した体制となっていました。 

 

■業務改革とプロセスの見直し 

各部署から若手・中堅職員がＤＸ推進員として選任されており、研究会の開催に

より、現場の声を取り入れた全庁横断的な合意形成が図られていました。 

 

■住民サービスのデジタル化 

市民アンケートの結果では、住民サービスのデジタル化は好評価でした。 

・マイナンバーカードを用いた住民票等のコンビニ交付 

・オンライン予約システム 

・ＡＩチャットボット 

・キャッシュレス決済 

・オンライン対面窓口 

・書かない窓口 

・おくやみコーナー 

・デジタルデバイド対策 

 

■データ活用・スマートシティー 

・道路台帳のデジタル化により、工事の関係などでは紙の資料を引っぱり出す必

要がなくなり、時間や労力の削減に効果がありました。 

・オープンデータの活用については、公開可能な情報から順次オープン化し、活

用可能なものは積極的に活用してもらうという考え方が示されていました。 

 

■職員のデジタル人材育成 

・導入当初は戸惑いも見られたものの、業務改善の効果や利便性が実感されるこ

とで、次第に取組が庁内に浸透していました。 

・全日空のＤＸ担当者の受け入れや、職員のデジタル庁への派遣が行われていま

した。また、専門家によるコンサルティングを活用し、住民情報システムのク

ラウド化や道路台帳のデジタル化などが進められていました。 
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■財政・コスト管理 

国が進める、自治体ＤＸ推進計画に基づき推進。国からの補助金が有効に活用さ

れていました。 

 

■失敗事例・課題・今後の展望 

・特筆する失敗事例はない。 

・窓口での遠隔相談について、対面・オンラインの割合や位置づけについて検討

を進め実現に向け検討を進めていました。 

 

【まとめ】 

・若手職員を中心に現場の声を吸い上げ業務改革が行われており、それを会議で

発表することで全庁的な周知としており、現場の意見を施策に反映させる有

効な仕組みであり、本市においても参考となる取組であると感じました。 

・やみくもにデジタル化を進めるのではなく、効果の高い業務からＤＸを進める

ことで市民からの良い反応を感じ、貢献度や達成感を感じられる仕組みとな

っていました。 

・最初から完璧を求めたＤＸの推進をせず、小さなところから進められていまし

た。 

・オープンデータの活用については、本市においても段階的な公開を含め、活用

方法の検討を進める必要があると感じました。 


